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一
一
つ
の
瞳
制
聞
の
貿
易
関
係
に
つ
い
て

森

田

桐

良E

lま

し

古t

き

こ
ん
に
ち
、
資
本
主
議
市
場
内
縮
伊
化
と
経
湾
危
機
の
深
ま
り
の
巾
で
、
中
・
ソ
を
中
心
と
す
る
世
曾
主
義
陣
皆
諮
問
と
の
貿
易
の
問
題
炉
、
資
本

主
義
時
瞥
諮
問
民
の
花
活
的
問
題
と
し
て
克
起
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
と
の
現
貨
の
課
題
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
ニ
ワ
の
盟
制
周
の
貿
易
闘
停

に
ヲ
い
て
の
原
則
的
諾
貼
を
明

b
か
に
し
よ
う
叩
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
本
稿
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
腫
制
聞
の
貿
易
問
題
の
一
般
的
基
礎
に
う

い
て
、
及
び
全
般
的
危
機
の
第
一
段
附
に
和
け
る
ソ
同
盟
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
週
間
胸
需
に
つ
い
て
、
の
ベ
上
う

k
h和
も
う
。
職
径
の
全
般
的
危
機

の
第
二
段
階
に
お
け
る
問
題
及
び
日
ヰ
に
和
町
る
中
ツ
貿
易
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
つ
い
で
別
稿
k
h
v
て
解
明
し
よ
う
と
お
も
う
。

第
一
段
階
の
問
題
を
中
心
に
扱
ワ
て
い
る
本
格
の
研
究

ι、
現
在
の
問
題
を
理
解
す
る
際
に
も
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

問

題

の

基

礎

「
J〔

主
義
障
制
と
資
本
土
議
憾
制

l
l
k分
裂
し
た
こ
と
に
よ
っ

τ、
世
界
史
上
は
じ
め
て
、
二
ワ
の
搾
制
聞
の
貿
易
関
係
と
い
う
問
題
、

ソ
ず
ェ
ト
同
盟
に
掛
け
る
十
月
革
命
と
祉
曾
主
義
の
建
設
と
に
よ
づ
て
、
す
な
わ
ち
世
間
介
が
決
定
的
に
三
つ
の
世
制
|
|
社
曾

い
わ
ゆ
る
束
閏
貿
易
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ご
っ
白
煙
制
の
貿
易
関
係
と
い
ろ
問
題
は
、
一
匹
脅
、
喜
曹
関
制
と
斉
木

ニ
ワ
の
慨
制
闘
の
貿
易
闘
停
に
つ
い
V

で

第
七
十
五
巻

i¥ 
五

事

苦虎
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ニ
ワ
の
瞳
制
問
。
貿
易
関
係
に
円
J

h

v

て

主
義
償
制
と
が
共
存
し
五
日
V

忙
闘
争
す
る
歴
史
的
一
時
期
の
存
在
と
い
う
こ
と
を
基
礎
と
し
て
い
る
。

二
つ
の
鰐
制
の
共
存
と
闘
争
と
h
う
展
具
的
一
過
程
は
、
資
本
主
義
の
護
展
過
程
の
面
か
ら
い
え
ば
、
周
知
の
如
く
廿
河
川
安
本
主
義

櫨
制
の
全
般
的
危
機
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
は
、
す
て
に
開
始
さ
れ
展
開
さ
れ
た
プ
ロ
レ
グ
リ
7
革
命
が
一
一
闘

に
お
い
て
勝
利
を
し
め
、
更
に
全
世
界
に
わ
た
る
勝
利
を
め
ざ
し
て
准
与
つ
つ
あ
る
時
代
に
お
け
る
資
本
主
義
の
段
階
て
あ
り
、
斉
木

第
七
十
五
巻

八
六

第

揖

O 

主
義
の
帝
闘
主
義
段
階
の
・
従
っ
て
斉
木
主
義
白
人
宝
生
涯
の
・
終
局
的
段
階
て
あ
る
。

資
本
主
義
心
全
般
的
危
機
、
い
い
か
え
れ
ば
、
社
曾
主
義
鰻
制
と
資
本
主
義
四
日
制
と
が
共
存
し
互
い
刊
に
闘
争
す
る
と
い
う
歴
史
的
一

時
期
が
有
在
す
る
こ
と
の
合
法
則
性
は
、

ν
l
一一V
J

が
基
礎
づ
け
、
ス
グ
リ
Y
が
全
面
的
に
展
開
し
た
と
と
ろ
白
、
帝
国
主
義
の
も

諸
僚
件
の
も
と
で
は
、
資
本
主
義
心
経
済
的
・
政
治
的
強
展
D
不
均
等
性
の
法
則
は
、

と
ゼ
の
資
本
主
義
心
経
済
的
・
攻
治
拍
登
展
心
不
均
等
性
の
仲
間
別
に
よ
っ
て
解
明
止
ら
れ
る
。
資
本
主
義
の
瀦
占
段
階

1
帝
園
主
義
心

む

つ
特
別
の
カ
と
鋭
さ
を
も
つ
に
い
た
る
。
」
「
帝

園
主
義
白
時
代
k
b
け
る
後
展
心
不
均
等
性
心
法
則
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
あ
る
園
々
が
他
の
閑
々
に
く
ら
べ
て
飛
躍
的
に
拍
車
展
す

る
こ
と
、
あ
る
図
々
を
他
の
図
々
が
世
井
市
場
か
ら
念
謹
に
し
め
出
す
こ
と
、
す
で
に
分
割
さ
れ
た
世
界
を
軍
事
的
衝
突
と
軍
事
的
破

局
の
ふ
刀
法
て
再
分
割
す
る
こ
と
、
帝
閣
主
義
の
陣
営
内
心
不
和
が
深
化
し
激
化
す
る
己
と
、
世
界
資
本
主
義
白
鞍
拍
酬
が
弱
佑
す
る
と
と
、

と
の
戟
線
が
個
々
心
園
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
破
砕
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
己
と
、
個
々
の
閣
で
の
社
合
主
義
の
勝
利
が
可

能
で
あ
る
こ
と
、
亡
あ

L
o」
か
〈
て
、
帝
閤
主
義
の
時
期
に
お
h

て
は
、
枇
合
主
義
む
た
め
の
プ
ロ

V
F
リ
7
l
ト
D
闘
辱
の
諸
傑

件
は
根
底
か
ら
震
化
し
、
か
つ
て
マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
上
っ
て
不
可
能
と
円
か
な
さ
れ
て
い
句
、

一
図
に
治
け
る
祉
合
、
主
義
革

命
白
勝
利
の
可
能
性
が
生
ず
る
に
い
た
り
、
む
し
ろ
同
時
的
な
世
界
平
命
は
不
可
能
と
た
っ
た
。
こ
こ
か
ら
し
て
、

ロ
V

グ
リ
ア
革
命
白
勝
利
と
、
全
世
界
に
わ
た
っ
て
資
本
主
義
の
絶
滅
士
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
草
命
の
世
界
的
勝
利
と
り
聞
に
は
、

一
闘
に
わ
け
る
プ



つ
の
歴
史
的
時
期
が
よ
こ
た
わ
づ
て
い
る
、
と
い
う
己
と
が
理
解
さ
れ
る
。
己
乙
に
、

法
則
性
、

ロ
シ
ア
に
む
け
る
祉
脅
主
義
革
命
白
勝
利
の
合

一
般
に
は
一
閣
に
治
け
る
祉
曾
主
義
革
命
の
勝
利
の
合
法
則
性
、
二
つ
の
健
制
の
共
存
と
闘
争
心
時
期
の
存
在
白
合
法
則
位
、

二
つ
の
閣
制
聞
の
貿
易
関
係
白
夜
生
白
合
法
則
位
、
が
あ
る
の
で
あ
る
。

、

」

、

=
さ
ら
に
、
資
本
主
義
白
半
一
般
的
危
機
、
す
た
わ
ち
ご
っ
心
開
制
の
共
在
と
闘
争
の
時
期
は
、
乙
れ
を
世
界
経
桝
の
登
展
過
程
と

い
う
観
黙
か

b
み
れ
ば
、
資
本
主
義
的
世
界
経
済
か

b
一
位
台
主
義
的
性
外
経
済
へ
の
過
渡
期
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て

簡
単
に
遮
ベ
ょ
う
。

〉a

周
知
む
如
く
、
世
界
経
済
は
資
本
主
義
の
抽
出
展
と
と
も
に
は
じ
め
て
形
式
さ
れ
る
。
資
本
主
義
は
、
そ
の
内
的
必
然
性
に
よ
っ
て
、

生
産
と
交
換
の
園
際
化
を
も
た
ら
し
、
民
族
的
封
鎖
性
を
一
掃
し
、
諸
民
族
を
経
済
尚
に
ち
か
ず
け
、
憤
大
た
諮
領
域
を
一
つ
の
運

開
し
た
秘
陸
に
次
第
に
統
合
し
た
。
「
ブ
い
て
V

ョ
一
/
祉
曾
心
不
来
の
任
務
ζ

い
う
の
は
、
世
界
市
場
主
、
少
く
と
も
手
一
の
輪
か
く
か

b

由

い
っ
て
世
間
企
叩
場
を
つ
く
り
出
す
乙
と
、
そ
し
亡
己
む
世
界
布
岨
切
に
基
礎
を
お
く
生
産
を
作
り
出
す
こ
と
て
あ
る
己
資
本
主
義
の
後

展
の
な
か
で
は
じ
め
て
多
種
多
様
た
諸
民
族
は
、
図
際
的
分
業
乙
全
面
的
相
互
依
存
関
係
心
き
ず
な
で
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
こ
白
左
か

ぞ
は
じ
め
て
、
世
界
市
場
・
世
界
布
場
債
格
た
ど
の
、
「
特
殊
心
図
際
的
長
官
製
附
」
が
形
成
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
傾
向
は
、
モ
白
内
的
な
歴
史
的
意
義
に
今
一
〈
照
際
し
た
い
、
濁
自
の
詩
形
態
を
と
っ
て
登
展
し
て
き
た
む
で
あ
る
。

妥
本
主
義
心
議
展
過
程
に
わ
け
る
諸
民
放
の
相
互
依
存
と
諸
領
域
の
経
済
的
統
合
は
、
一
寸
等
た
単
位
と
し
て
の
諸
民
放
の
協
力
に
よ
っ

て
確
立
さ
れ
た
の
で
は
た
く
て
、
あ
る
民
族
が
他
の
民
族
に
隷
属
さ
仕
る
と
い
う
形
て
、
同
町
民
展
の
治
く
れ
た
諸
民
族
が
時
国
民
の
す
す
ん

だ
諸
民
族
に
抑
座
さ
れ
搾
取
さ
れ
る
と
い
う
形
て
、
確
立
さ
れ
た
。
先
進
図
・
工
業
図
・
市
闘
主
義
閣
の
後
進
国
・
農
業
図
・
植
民
地

従
属
闘
に
到
す
る
搾
取
と
抑
M

止
の
一
関
係
、
及
び
先
進
諸
図
・
帝
国
主
義
諸
闘
相
互
の
聞
に
わ
け
る
敵
針
的
競
争
心
開
係
ー
ー
ー
こ
れ
が
、

一
ヲ
の
檀
制
聞
の
貿
易
関
係
に
つ
い
て

第
七
十
五
巻

F又

七

第

蹴



二
つ
の
償
制
同
の
貿
易
胸
係
に
づ
い
て

第
七
十
五
番

ノ1
/九

第
二
競

資
本
主
義
白
後
辰
過
程
に
あ
け
る
諸
民
族
心
経
済
的
接
近
が
、
そ
の
わ
く
の
中
て
進
行
し
て
き
た
形
態
て
あ
る
。

一
八
四
七
年
に
、
民
銭
的
搾
取
と
抑
厩
一
心
関
係
も
、
諸
図
民
の
敵
封
的
針
立
の
関
係
も
、
と
も
に
安
本
主
義
的
一
附
有

悶
係
に
れ
さ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
女
の
如
〈
心
べ
て
い
る
。
ー
ー

マ
ル
ク
ス
は
、

「
話
民
旋
の
利
害
が
共
通
の
も
の
で
あ
り
ち
る
た
め
に
は
、
現
在
の
所
有
関
係
が
陵
止
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
の
所
有
関
係
は
、

諸
民
族
そ
れ
白
身
の
あ
い
だ
に
お
け
る
搾
取
を
係
件
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
所
有
闘
係
を
慶
止
す
る
こ
と
、
こ
れ
だ
け
が
傍
働
者
階
蔽
の
利
盆

で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
手
段
を
も
つ
も
の
も
勢
働
者
階
級
だ
吋
で
あ
る
。
プ
ル
ジ
d

ア
ジ
ー
に
釘
す
る
プ
冒
レ
タ
リ
ア
1
ト
の
勝
利
は
、
同
時
に
、
こ

ん
に
ち
諸
民
族
主
た
が
い
に
敵
釘
さ
せ
て
い
る
闘
民
的
蓮
業
的
手
闘
に
劃
す
る
勝
利
で
も
あ
る
。
ブ
ル
ジ
コ
ア
ジ
ー
に
樹
す
る
プ
円
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

勝
利
辻
、
同
時
に
、
査
被
隠
泊
民
族
解
放
へ
の
合
聞
で
あ
る
c
」
白
(
傍
貼
引
用
者
)

ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
マ
ル
ク
ヌ
白
述
べ
た
右
命
庭
を
更
に
護
展
さ
せ
て
衣
の
よ
う
に
語
つ

τ
h
る。

「
今
日
の
資
本
家
的

r
ル
ー
プ
自
悼
の
あ
い
だ
の
紛
宇
と
軍
事
的
衝
突
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
闘
宰
と
同
巳
よ
う
に
、
現

代
白
生
芦
方
と
、
そ
の
護
殴
の
一
園
的
l
帝
悶
主
義
附
な
わ
〈
と
の
、
ま
た
資
本
主
義
的
占
有
形
態
と
の
矛
唐
を
、
そ
の
基
礎
と
正
て
い
る
。
つ
ま
り

帝
国
主
義
的
な
わ
く
と
資
木
主
義
的
な
静
態
、
と
は
、
生
産
力
を
お
さ
え
つ
け
、
そ
れ
を
援
辰
吉
せ
な
い
の
で
晶
る
。
唯
一
の
活
路
は
、
す
す
ん
だ
八
工

業
的
な
)
閣
と
お
く
れ
た
(
燃
料
1
原
料
生
震
の
)
図
と
り
あ
い
だ
の
経
済
的
協
力
の
原
則
に
も
と
ず
い
て
(
前
者
が
後
者
を
掠
噂
す
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
の
で
な
く
)
、
革
審
を
組
織
寸
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
闘
際
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
草
命
が
必
要
な
り
で
も
L

こ
D
よ
う
に
、
諸
民
族
を
経
済
的
に
統
合
し
世
界
市
場
を
つ
く
り
出
す
ま
て
に
愛
展
し
た
資
本
主
義
の
生
産
カ
と
、

己
白
過
程
が
そ

り
わ
く
心
中
て
進
行
し
て
き
た
資
本
主
義
的
・
帝
国
主
義
的
様
式
と
D
問
に
は
、
和
解
し
難
h
矛
盾
が
よ
と
た
わ
っ
て
い
る
。
己
の
矛

盾
は
、
昨
界
f

資
本
主
義
の
慶
絶

l
世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
陀
よ
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
る
矛
盾
て
あ
る
。
プ
ロ
レ
グ

P
ア
草
命
の
園
際

的
勝
利
に
上
っ
て
、
世
界
資
本
主
義
経
済
に
か
わ
っ
て
、
民
族
的
搾
取
と
「
園
民
的
産
業
的
宰
闘
」
を
克
服
し
た
と
こ
ろ
の
「
世
界
社

合
主
義
経
済
」
が
樹
立
さ
れ
る
の
で
あ
旬
。



〕b

す
で
に
指
摘
し
た
如
く
、
帝
閲
主
義
の
諸
保
件
の
一
も
と
に
あ
っ
て
は
、
同
時
的
在
世
界
革
命
は
む
し
ろ
不
可
能
ゼ
あ
り
、
何
々
の

(
 
闘
に
お
け
る
一
世
曾
主
義
革
命
の
勝
利
が
合
法
則
的
な
も
の
と
な
り
、
か
く
て
、
一
園
k
h引
け
る
プ
ロ
レ
グ
リ

7
革
命
の
勝
利
と
、
全
世

国
内
に
わ
た
っ
て
d

資
本
主
義
の
駿
維
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
革
命
白
世
界
的
勝
利
と
の
問
に
は
、

一
つ
の
歴
史
的
時
期
が
よ
と
た
わ
っ
て

U

る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
世
界
経
済
の
面
に
つ
い
て
い
え
ば
、
世
界
資
木
主
義
経
済
白
世
界
一
事
官
主
義
経
済
へ
白
醇
化
は
、
一
車
民
、
全
世
界
的

に
同
時
的
に
、
お
こ
た
わ
れ
る
の
で
は
た
く
、
一
困
(
あ
一
る
い
は
数
園
)
に
お
け
る
資
本
主
義
経
消
の
廃
絶
(
祉
曾
主
義
経
済
の
建
設
)

と
全
世
界
に
わ
た
る
安
本
主
義
経
済
の
駿
絡
(
世
界
社
合
主
義
経
済
白
樹
立
)
と
の
聞
に
は
、
歴
史
的
一
時
期
が
春
在
す
る
と
い
う
と

と
が
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
合
、
主
義
革
命
が
一
回
幽
か
ら
一
圏
へ
と
勝
利
団
行
進
を
お
と
な
う
の
と
照
隠
し
て
、
一
位
曾
主
義
経
済

が
一
固
か
ら
一
園
へ
と
護
展
し
、
つ
い
に
、
資
本
主
義
止
界
経
済
に
か
わ
っ
亡
全
面
的
な
祉
合
主
義
世
界
経
済
の
樹
立
に
い
た
る
、
歴
史

的
一
時
期
が
存
在
す
る
の
て
あ
る
。
(
こ
の
と
と
は
、
也
被
期
に
布
け
る
上
部
構
誼

1
政
治
的
箆
草
の
土
蓋
に
軒
ナ
る
龍
動
的
佼
割
を
示
し
て
い
る
)

こ
む
よ
う
に
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
、

h
い
か
え
れ
ば
、
一
一
つ
の
障
制
の
共
存
と
闘
争
心
時
期
は
、
世
界
経
済
の
登
展
過
程
と

い
う
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
資
本
主
義
世
界
経
済
白
解
憾
と
闘
壌
の
過
程
・
祉
舎
主
義
世
界
経
済
白
登
生
と
成
長
白
過
程
・
資
本
主
義
世

界
経
済
か
ら
一
昨
舎
主
義
世
界
経
済
へ

D
特
化
の
遁
渡
期
と
し

τ把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
友
い
。
こ
の
よ
う
左
過
渡
期
に
あ
っ
て
は
、
必
然

一
般
に
は
雨
者
の
岡
D
相
互
関
係
、
特
殊
的
に
は
雨
者
心
問
の
貿
易
関
係
が
護
生
し
、
雨
者
白
相
互
影
響
と
闘
争
を
遁
じ
て
、

的
に
、

全
閣
と
し
て
の
世
界
一
世
曾
主
義
経
済
へ
の
遁
程
が
進
行
す
る
の
ぞ
あ
る
。

x 

× 

x 

引
か
ぎ
に
お
い
亡
は
、
二
つ
の
限
制
問
白
貿
易
関
係
心
基
礎
、
そ
の
合
法
則
性
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
と
お
も
う
。

二
7

0

樺
制
聞
の
貿
易
関
係
に
つ
い
て

第
七
十
五
容

ノ又

ブL

第

披



ニ
ワ
の
時
制
聞
の
貿
易
闘
係
忙
づ
い
て

第
七
十
五
巻

九
O

第

披

四

こ
の
よ
う

K
、
二
つ
の
障
制
閣
の
貿
易
関
係
・
い
わ
ゆ
る
東
四
貿
易
の
問
題
は
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
・
三
ワ
の
煙
制
の
共
市

と
闘
争
の
時
期
・
資
本
主
義
昨
界
経
済
か
ら
祉
曾
主
義
経
済
へ
の
過
渡
期
の
問
題
心
一
部
ゼ
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
東
西
貿
易
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
単
一
の
資
本
主
義
世
界
市
場
白
崩
壊
と
資
本
主
義
市
場
に
封
立
す
る
祉
曾
主
義
世

界
市
場
の
形
成
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
単
に
歴
史
事
質
的
に
認
識
し
分
析
す
る
に
と
ど
ま

b
ず
、
叶
い
外
史
的
遁
程
に
お
け
る
こ

れ
ら
の
問
題
の
位
置
と
モ
白
登
展
方
向
を
、
科
事
的
経
済
墜
の
立
場
か

b
法
則
的
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
と
の
と
と
に

よ
っ
て
、
た
と
え
ば
現
今
の
東
西
貿
易
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
京
商
貿
易
の
登
展
の
積
極
的
意
義
主
ョ
務
働
者
階
級
の
立
場
・
世

界
プ
ロ
レ
ダ
リ
ア
革
命
の
立
場
か

b
、
主
し
く
把
掻
す
る
こ
と
が
て
き
る
の
で
あ
る
。

〔
註
〕

以
上
越
べ
た
と
と
は
、
世
界
経
済
請
の
封
象
と
課
題
に
つ
い
て
、
新
し
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
考
え
る
。

己
ん
戸
ち
の
段
階
で
は
、
世
界
経
済
論
は
、
資
本
主
義
世
界
経
済
白
生
成
・
酸
畏
・
消
滅
の
法
則
に
闘
す
る
軒
閥
単
で
あ
P
、
さ
ら
に
酢
合
主
義
世

界
経
済
の
建
設
と
護
展
。
法
則
陀
闘
す
る
科
皐
で
あ
る
、
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
合
る
。
唱
と
こ
る
で
、
資
本
主
義
世
界
招
神
の
消
減
の
過
程
が
現
質
的

に
開
始
し
た
止
と
る
の
安
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
時
期
に
は
、
資
本
主
義
世
界
松
商
の
詩
矛
盾
の
殻
畏
を
、
資
本
主
脅
瞳
制
町
と
一
昨
曹
、
主
義
障
制
と
の

矛
盾
か
ら
き
り
は
な
し
て
分
析
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
資
本
主
義
陣
制
と
紅
脅
主
義
歯
制
の
あ
い
記
の
矛
盾
位
、
「
資
本
主
義
内
部
の
矛
盾

で
は
な
い
。
そ
れ
は
金
問
と
し
て
の
資
本
主
蒔
ξ

一
昨
官
主
義
主
建
設
し
つ
つ
あ
る
悶
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
の
と
と
は
、
と
の

矛
盾
が
資
本
主
義
の
基
礎
そ
の
も
の
を
分
解
さ
せ
、
か
っ
、
ゆ
る
が
ナ
と
と
を
さ
ま
た
げ
な
い
。
そ
の
う
え
、

ζ

の
矛
盾
は
、
資
本
主
鳴
の
す
へ
て

の
矛
盾
を
根
と
そ
ぎ
さ

ι付
出
し
て
、
そ
れ
を
一
つ
の
結
び
目
に
あ
っ
め
、
そ
れ
&
資
本
主
義
制
度
そ
の
も
の
の
死
請
の
問
題
'
と
す
る
。
」

す
な
わ
ち
、
全
般
的
危
掛
の
も
唱
と
で
の
資
本
主
義
世
界
終
視
の
分
析
の
た
め
に
は
、
資
本
主
義
陣
制
k
世
官
主
義
世
制
ー
と
の
聞
の
矛
盾
の
升
析
及

び
仕
合
主
義
世
制
の
愛
畏
法
則
の
分
析
が
、
不
可
火
で
あ
る
D

ま
た
、
資
本
主
義
世
界
極
演
の
消
滅
の
過
程

l
全
般
的
危
樹
は
、
同
時
に
、
費
本
主

議
世
界
抱
済
か

L
祉
曾
主
義
世
界
経
済
へ
の
一
の
迅
疲
期
で
あ
っ
て
、
遁
世
期
の
分
析
の
た
め
に
は
、
「
何
へ
の
、
ど
の
工
う
な
髄
制
へ
の
移
行
な

@
 

の
か
、

l

|
乙
れ
こ
そ
温
液
期
そ
の
も
の
を
特
徴
ず
け
る
ま
え
に
の
ベ
な
〈
て
は
な
ら
な
い
と
と
で
あ
る
。
」



従
っ
て
、
ニ
ワ
の
陛
削
の
平
和
的
共
存
と
貿
易
関
係
の
問
題
位
、
現
代
世
界
経
済
論

ω
一
の
中
心
問
題
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
歴
具
的
登
艮
の
新

し
い
経
臓
を
一
般
化
す
る
努
力
を
招
じ
て
、
仕
界
経
済
論
の
理
論
的
世
系
化
の
仕
事
も
謹
む
で
あ
ろ
う
。

〔
引
用
註

U

1
、
イ
・
グ
ェ
・
ス
タ
ー
リ
ン
「
わ
が
築
向
の
一
昨
官
民
主
主
義
的
偏
向
に
ヲ
い
て
の
報
告
の
結
語
」
(
全
集
①
=
一
五
八
頁
)

2
‘
ィ
・
ム
ワ
品
・
ス
ダ

l
y
ン
「
E
・
I
第
七
回
執
行
委
員
官
抜
大
腿
曾
に
お
け
る
報
告
」
(
全
集
①
一
二
五
頁
)

3
、
F
・
ェ
ン
ゲ
ル
ス
「
共
産
主
義
の
原
理
」
(
選
集
①
四
七
八
頁
)
を
恥
上
。

4
、
E
・
マ
ル
ク
ス
「
ェ
シ
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
L

(

遮
革
①
一
四
六
頁
)

5
、
『
・
同
E
N
4宮
E
z
i
H
B
N耳
む
の
MnFnZO《
H
2
4巳
ZEmorn同丹、

m
H
O

6
、
E
・
マ
ル
ク
ス
「
一
八
四
じ
年
十
一
月
二
十
九
日
、
ロ
ン
ド
シ
の
ポ
1

一
フ
シ
ド
草
命
記
念
集
合
で
の
前
説
」
(
謹
集
①
一
一
一
ニ
ニ
頁
)

7
、
ィ
・
ゲ
ェ
・
ス
タ

t
p
ン
「
権
力
獲
得
前
の
鑓
と
獲
得
後
の
総
」
(
全
集
@
一
一
八
買
)

8
、
イ
・
ウ
ヱ
・
ス
タ
1

9
シ
「
瀧
建
設
お
よ
び
岡
家
建
設
に
お
け
る
民
族
的
諾
契
機
」
(
①
一
九
一
頁
及
一
九
三
頁
)

9
、
ィ
・
ウ
グ
・
ス
タ
1
3
y

「
ソ
伺
盟
共
度
集
第
十
六
回
集
大
企
に
担
け
る
報
牛
肉
」
(
@
ニ
七
九
頁
)

旧
、
ィ
-
M
Y
J

・
ス
タ
l

D
ン
「
コ
ヲ
ン
テ
ル
ン
の
綱
領
に
つ
い
て
」
⑪
一
六
五
買
)

会

般

的

危

機

の

第

一

段

階

に

お

け

る

吐
命
自
主
義

y
同

盟
1

ど

資

本

主

義

諸

園

と

の

通

商

関

係

J

「
第
一
次
帝
関
主
義
敬
市
す
と
し
て
爆
強
し
た
資
本
主
義
の
第
一
衣
の
危
機
の
結
果
と
し
て
、

y
間
関
が
資
本
主
義
の
世
界
的
惜
系

f
L
 

か
ら
隊
肱
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
は
世
界
経
済
の
唯
一
の
・
す
べ
て
を
包
括
す
る
(
乙

-
E
U
P
E
E
δ
制
度
て
は
友
く
な
り
、

妥
本
主
義
世
界
経
済
の
解
探
と
崩
壊
心
温
税
が
現
賢
に
開
始
し
た
。

し
か
し
、
ソ
同
盟
一
自
社
命
主
義
の
孤
島
と
し
て
資
本
主
義
的
匂
閣
の
中
に
生
活
し
建
設
し
て
い
た
全
般
的
危
機
の
第
一
段
階
に
沿
い

て
は
、
社
曾
主
義
刊
日
外
経
済
を
組
織
し
、
ツ
同
盟
の
経
済
連
訟
を
「
共
通
た
枇
合
主
義
的
畿
日
肢
の
水
路
L

に
ふ
く
め
て
行
く
と
い
う
と

-

円
J

の
随
制
聞
の
貿
易
闘
停
に
ワ
い
て

第
七
十
五
巻

九

第

蹴

五



二
つ
の
値
制
聞
の
貿
易
関
係
に
つ
い
て

第
七
十
五
谷

:fc 

第

抵

一一六

(
す
く
な
く
と
も
は
じ
め
る
だ
け
の

。

た
め
に
も
)
す
く
な
く
と
も
、
い
く
つ
か
の
進
ん
だ
圏
て
の
プ
ロ
レ
グ
リ
7

ト
の
勝
利
が
必
要
で
あ
る
。
」

と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
な
庄
一
志

b
、

「
正
常
な
世
界
経
済
を
う
ち
た
て
は
じ
め
る
た
め
に
は
、

す
な
わ
ち
、
杢
般
的
危
機
白
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、
祝
賀
本
主
義
は
世
界
経
済
の
唯
一
心
・
す
べ
て
を
包
括
す
る
制
度
て
は
た
い
と

し
て
も
、
社
合
主
義
の
陣
瞥
は
未
だ
明
明
白
白
世
界
市
場
を
も
つ
に
は
至
っ
て
ム
お
ら
ず
、
ソ
同
盟
を
も
含
む
世
界
D
す
べ
て
白
図
々
は
、

車
一
白
・
す
べ
て
を
包
括
す
る
世
界
市
場
に
お
け
る
商
品
流
逗
に
参
加
し
て
い
た
。

ま
た
、

資
本
主
義
は
も
は
や
位
界
経
済
白
唯
一

D

・
す
べ
て
を
包
括
す
る
制
度
ぞ
は
な
い
と
し
て
も
、
世
界
経
済
と
し
て
は
資
木
主
義
的
批
界
経
済
が
存
在
す
る
の
み
て
あ
っ
た
。
ス

一
九
二
六
年
に
女
の
よ
う
に
語
ワ
た
。
1
1
i
「
私
は
資
本
主
義
的
世
界
経
済
と
い
う
。
な
ぜ
怠
ら
、
そ
れ
以
外
白
世
界

@
 

経
済
は
、
現
在
こ
の
世
に
は
存
在
し
左
W
か
ら
で
あ
る
。
L

タ
リ
ン
は
、

祉
舎
主
義
V

ノ
同
盟
が
プ
ロ
レ
グ
リ
ブ
ー
ト
濁
裁
の
唯
一
心
図
て
あ
り
、
彼
に
敵
震
を
も
っ
資
本
主
義
諸
閣
の
包
同
町
と
い
う
環
境
の
中

に
お
か
れ
て
い
た
蛍
時
に
あ
っ
て
は
、
ソ
ず
ェ
ト
経
済
建
設
の
最
も
慕
一
本
的
な
方
針
は
、
ソ
グ

ι
ト
経
済
を
自
立
的
た
・
猫
立
の
一
経
済

単
位
に
陣
化
ナ
る
方
向
に
護
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
hv
う
肝
間
に
あ
っ
た
Q

車
「
聾
本
主
義
的
包
閣
と
い
う
と
と
乞
、
早
な
"
の
地
理
的
措
ん
広
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
的
包
問
主
い
う
自
は
、
ソ
同
盟
の
ま
わ
万
に
は
、
ソ

問
問
内
の
わ
が
附
紋
敵
在
、
精
神
的
に
も
物
宜
的
に
も
、
金
融
措
鈍
に
よ
っ
て
も
、
場
告
に
よ
っ
て
は
軍
事
的
干
捗
に
よ
ワ
て
も
、
支
識
す
る
覚
悟
の

あ
る
、
敵
針
的
な
階
紐
勢
力
が
存
在
す
る
、
み
い
う
こ
'
と
で
あ
3
。」

ス
グ

I
リ
ン
は
次
の
如
く
語
っ
て
い
る
。

1
1

「
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
が
園
が
世
界
貿
木
主
義
換
制
の
附
属
物
に
な
っ
て
L
ま
わ
な
い
よ
ろ
に
、
わ
が
図
が
そ
の
補
助
企
業
と
し
て
賓
木
主
義
的
援
毘
の

-
般
的
世
宗
に
包
含
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
ろ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
経
済
が
世
界
資
本
主
義
の
補
助
企
業
と
し
て
嬰
展
す
る
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
圏

内
市
場
に
立
脚
し
、
わ
が
園
の
工
業
と
わ
が
園
の
農
民
経
抑
制
と
の
結
合
に
立
脚
す
る
自
主
的
な
経
済
車
位
と
し
て
設
展
一
ず
る
よ
ろ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
組



拍
子
乞
建
設
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
品
」

「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
白
調
裁
の
唯
一
の
園
で
は
な
く
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
鏑
裁
の
園
閣
の
一
つ
で
あ
る
な
ら
ば
、
:
:
:
そ
の
よ

う
な
傑
件
の
も
と
で
1
、
資
本
主
義
的
包
閏
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
今
あ
る
棋
に
非
常
に
危
険
段
、
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
ち
し
、
わ

が
闘
の
経
済
的
濁
立
主
い
P

つ
問
題
は
、
首
然
、
ち
し
ろ
に
ひ
き
さ
が
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
わ
れ
わ
れ
仙
よ
り
瑳
戻
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
諾
図
家
の
陸
系

の
中
に
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
ろ
し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
の
商
家
に
原
料
主
食
糧
を
供
給
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
園
か
ら
わ
が
工
業
と

①
 

農
業
を
盟
か
に
す
る
た
め
伺
機
械
を
う
け
と
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
号
。
」

即
ち
、
も
し
ソ
同
盟
が
唯
一
の
祉
合
主
義
園
家
て
は
な
く
て
、
愛
展
し
た
工
業
を
も
っ
一
つ
の
大
ソ
ず
ー
ト
園
家
る
る
い
は
い
〈
つ

か
の
ツ
ず
ェ
ト
園
家
と
相
並
ん
で
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ツ
問
躍
の
経
済
を
濁
立
の
経
済
車
位
に
特
化
ナ
る
政
策
て
は
左
く
、

そ
れ
を
「
共
通
心
一
粧
台
主
義
的
護
展
白
水
路
」
に
ふ
く
め
る
政
策
を
、
経
済
建
設
白
基
本
白
方
針
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
1

h

う
な
艇
件
。
た
い
営
時
に
思
い
て
は
、
ソ
同
毘
の
閣
民
経
済
の
最
小
限
の
濁
立
が
、
世
界
資
本
主
義
障
制
へ
の
経
済
的

隷
属
か
ら
ソ
ず
ヱ
ト
図
家
主
ま
も
る
た
め
に
絶
封
に
必
要
で
あ
っ
た
り
ゼ
あ
る
。
と
白
基
本
的
立
場
に
立
っ
て
、
最
初
の
一
位
曾
主
義
園

ー
し
だ
い
に
資
本
主
義
か
ら
離
脱
し
て
世
帯
問
主
義
経
済
の
水
路
に
は
い
っ
て
く
る

⑤
 

他
の
す
べ
て
の
図
々
を
ひ
き
つ
け
る
中
心
と
し
て
役
立
つ
主
う
た
閣
と
す
る
た
め
に
」
全
力
を
つ
く
し
て
奮
闘
し
た
D
て
あ
る
。

し
か
し
、
み
ぎ
の
己
と
は
、
ソ
同
盟
と
資
?
不
主
義
諸
閣
と
白
問
に
お
け
る
遇
商
関
係
を
否
定
し
た
り
、
「
一
世
曾
主
義
経
済
を
、
絶
封

に
封
鎖
さ
れ
て
い
て
周
固
白
も
ろ
も
ろ
の
圏
民
経
済
と
絶
叫
到
に
か
か
わ
り
む
な
い
経
済
と
し
て
想
恥
」
し
た
り
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

ソ
同
盟
は
、
一
世
曾
主
義
的
工
業
化
を
ゐ
し
す
す
め
、

も
の
で
は
た
い
。
反
射
に
、
ソ
同
盟
は
、
園
民
経
済
白
工
業
化
・
農
業
の
柴
田
化
・
技
術
的
経
済
的
濁
立
怯
の
確
立
を
促
進
す
る
た
め

に
、
資
本
主
義
諸
園
と
の
遁
商
関
係
を
最
大
限
に
利
用
す
る
た
め
に
努
力
し
て
き
た
D
て
あ
る
。

「ノ一一fL
 

帝
国
主
義
諸
グ
ル
ー
プ
は
、
ソ
同
盟
の
プ
ロ
レ
グ
リ

7
開
制
裁
の
権
力
と
社
曾
主
義
経
済
心
強
化
を
、
資
木
主
義
制
度
白
容
立
に

ニ
ワ
の
瞳
制
問
の
貿
易
闘
保
に
つ
い
て

第
七
十
五
容

7C 

第
二
鵠

七



ニ
ワ
の
閣
制
附
の
貿
易
闘
係
に
ワ
い
て

第
七
十
主
巻

丸
四

第

駿

ノ、

と
っ
て
白
哲
一
大
古
る
脅
威
と
み
た
し
、
ま
ず
、
直
接
的
軍
事
干
渉
と
全
面
的
た
経
済
封
鎖
に
よ
っ
て
、
己
れ
を
孤
立
化
し
犀
殺
し
よ
ろ

と
し
た
。
と
れ
が
、
ソ
同
県
と
帝
悶
主
義
諸
閣
の
一
相
互
闘
係
白
第
一
の
段
階
て
あ
る
。

し
か
し
こ
の
封
鎖
と
干
渉
の
政
策
は
、
ソ
同
盟
白
勢
働
者
階
級
と
農
民
の
木
周
心
力
に
よ
っ
て
、
ま
た
第
一
次
大
肢
と
ロ
シ
ア
革
命

の
中
て
未
曾
有
に
激
化
し
た
帝
園
主
義
の
諸
矛
盾
に
よ
っ
て
(
階
級
闘
争
・
民
族
闘
争
・
平
和
闘
争
の
激
化
、
帝
園
4F
義
諸
園
聞
の
矛

盾
の
激
化
)
、

で
あ
る
。

破
綻
し
失
敗
し
た
ば
か
り
か
、

訟
に
帝
園
主
義
グ
ル
ー
プ
の
政
治
的
・
経
消
的
悶
難
ク
一
居
深
め
る
結
果
に
終
っ
た
の

経
諦
的
側
面
に
つ
い
て
い
え
ば
、

ロ
シ
寸
は
、
膨
大
な
販
賀
市
場
と
原
料
資
源
を
持
つ
膨
大
在
園
で
あ
っ
た
が
、
と
白
ロ
シ

7
を
無

ロ
シ

7
の
市
場
と
原
判
刷
費
源
を
失
、
っ
こ
止
に
、
賛
本
、
正
義
諸
国
(
正
く
に
ヨ

l
z
ッ

パ
の
)
に
と
っ
て
、
自
分
白
生
芦
を
縮
タ
L
己
れ
を
根
本
か

b
ゆ
る
が
す
と
と
を
意
味
し
た
の
ゼ
あ
る
。
と
己
か
ら
し
て
、

y
ず
ェ
ト

政
権
に
劃
す
る
政
治
的
敵
封
に
も
か
か
わ
b
ず、

y
同
盟
と
の
平
和
的
共
存
に
同
意
し
、
通
商
関
係
を
結
ん
で
ロ
シ

7
の
布
場
介
一
原
料

観
す
る
こ
と
、
世
界
白
六
分
の
一
を
失
う
ど
と
、

資
源
に
わ
り
こ
も
う
と
す
る
傾
向
が
生
じ
る
に
至
る
の
一
で
あ
る
。

ま
た
、
帯
閣
主
義
の
保
件
心
も
と
で
の
、
そ
し
て
全
般
的
危
機
の
時
期
に
さ
ら
に
強
ま
っ
た
と
こ
ろ
の
不
均
等
議
展
の
法
則
の
作
用

は
、
帝
闘
主
義
諸
国
聞
の
矛
盾
心
激
化
と
粉
問
中
の
一
深
刻
化
、
帝
園
主
義
者
自
反
ソ
統
一
戦
線
の
脆
弱
化
と
分
裂
を
不
可
避
的
に
も
た
b

す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
同
盟
に
針
す
る
統
一
し
た
千
加
と
封
鎖
は
、
足
も
と
か
ら
踊
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。こ
う
し
て
、
資
本
主
義
諸
図
は
、
部
分
的
に
で
は
あ
れ
、
ソ
同
即
と
の
通
商
関
係
に
は
い

b
ざ
る
を
得
赴
く
た
り
、
ツ
同
盟
と
資
本

主
義
諸
閣
と
り
相
互
関
係
は
、
モ
の
第
二
の
段
階
に
護
展
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、
大
山
闘
に
お
い
て
、
全
般
的
危
機
白
時
期
の
相
劉



的
安
定
期
に
照
臆
し
て
円
る
。

こ
の

Z
う
に
、
賛
本
主
義
諸
図
が
ツ
同
毘
と
の
遇
商
関
係
に
は
い
ら
ざ
る
士
待
た
く
な
っ
た
己
と
の
基
礎
に
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、

ソ
同
盟
が
長
期
に
わ
た
る
平
和
の
「
息
ツ
ぎ
」
を
確
保
し
祉
脅
主
義
建
設
を
前
進
せ
し
め
る
保
件
を
獲
得
し
た
こ
と
の
基
礎
に
は
、
全

般
的
危
機
の
も
と
て
ま
す
ま
す
深
ま
り
ゆ
く
布
図
主
義

ω諸
矛
盾

ω税
化
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
帝
図
主
義
諸
図
が

y
同
盟
と
遁
商
関
係
を
結
ん
だ
か
ら
と
い
っ

τ、
帯
闘
主
義
グ
ル
ー
プ
の
鈎
ソ
通
商
政
策
は
、
ソ
同

盟
白
一
世
曾
主
義
経
済
の
建
設
に
協
力
す
る
と
い
う
原
則
の
上
に
で
は
な
く
、
ロ

Y

7
の
市
場
主
問
分
の
経
済
的
困
難
の
ハ
ケ

υ
に
し
、

y
同
盟
を
世
界
資
本
主
義
閣
制
の
附
麗
物
に
か
え
よ
う
と
い
う
意
闘
の
上
に
立
、
づ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
白
典
型
的
一
例
と
し
て
、

ド
l
ズ
案
に
つ
い
て
ス
グ
リ

Y
は
次
の
如
く
諾
っ
て
い
る
。

「ド
1
ズ
索
は
伺
を
要
求
し
て
い
る
か
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
が
賠
償
支
掛
金
を
、
主
と
し
亡
わ
が
ソ
ず
エ
ト
市
場
を
犠
牲
と
し
て
し
ぼ
り
出
す
こ
と
を

要
求
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
。
こ
こ
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
が
わ
れ
わ
れ
に
設
備
を
典
え
る
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
較
入

L
、
農
業
生
産
物
を
聡
出
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
D

こ
ろ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
つ
ま
の
わ
が
工
業
は
ヨ
1
官

7
C
L
L
ば
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
ド

1
f
索
の
基
礎
で
あ
る
。
」

L
h
v
L
ζ
れ
は
「
主
人
を
考
え
に
い
れ
な
い
決
定
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
ド
イ
ツ
を
含
め
て
、
そ
れ
が
ど
ん
な
園
で
あ
ろ
う

と
、
他
図
の
た
め
の
農
業
園
に
は
な
り
た
く
枕
い
か
ら
で
あ
る
@
わ
れ
わ
れ
は
自
分
で
機
械
そ
の
他
の
止
ま
隼
段
を
生
産
す
石
で
あ
ろ
う
G

-

こ

の
黙
で
ド
1
ズ
索
は
粘
土
の
足
で
立
っ
て
い
る
白
」

ソ
同
盟
は
、
か
よ
う
な
帝
問
主
義
的
政
策
主
、
外
関
貿
易
心
園
家
猫
占
の
楯
て
は
ね
か
え
し
友
が
ら
、
ソ
同
盟
の
市
場
と
原
料
資
源

を
無
視
し
え
な
い
帝
問
主
義
グ
ル
ー
プ
の
要
求
を
運
用
し
℃
、
枇
合
主
義
経
済
建
設
陀
必
要
た
機
械
設
備
を
輸
入
す
る
た
め
に
、
安
本

主
義
諸
園
と
の
通
商
関
係
新
庚
汎
に
稜
展
芦
せ
る
た
め
に
努
力
し
た
。
資
木
主
義
諸
問
と
の
主
常
在
貿
易
・
経
消
関
係
白
樹
立
位
、
ま

ニ
ワ
の
櫨
制
問
の
貿
易
関
係
に
ワ
い
て

第
七
十
五
巻

丸
五

第

鹿

フL



ニ
つ
の
鴎
制
問
の
貿
易
闘
係
に
ワ
い
て

持
七
十
五
巻

ブL
ノ宍

第

抜

O 

た
、
帝
闘
主
義
の
戟
争
政
策
を
う
ち
ゃ
ぶ
っ
て
平
和
的
共
存
の
事
業
を
前
進
さ
せ
る
上
て
、
ソ
同
盟
の
経
済
建
設
の
平
和
的
保
件
を
確

保
す
る
上
て
、
帝
閥
、
主
義
諸
園
家
間
白
矛
盾
を
激
化
さ
せ
帝
圏
、
主
義
戦
線
を
弱
化
さ
せ
る
上
て
、
絶
大
在
、
意
義
を
有
す
る
も
の
て
あ
っ

た。
資
本
主
義
諸
園
と
の
通
商
闘
係
の
利
用
に
よ
る
機
械
設
備
の
脈
入
は
、
ソ
同
盟
白
一
世
曾
主
義
経
済
の
基
礎
心
構
築
、
園
の
経
済
的
技

術
的
漏
立
性
白
確
立
を
促
進
す
る
た
め
に
重
裂
な
役
割
を
演
じ
た
。
第
一
に
ロ
シ

7
は
経
済
的
に
沿
く
れ
た
闘
で
あ
り
、
圏
内
に
あ
る

原
料
を
西
欧
諸
園
の
機
械
や
設
備
と
交
換
し
な
い
己
と
に
は
、
自
力
て
蓮
轍
を
と
と
の
え
、

γ

ム
業
を
護
展
さ
せ
る
こ
と
が
非
常
陀
困
難

で
あ
っ
↑
た
。
第
ご
に
、
ソ
同
盟
は
佐
倉
主
義
の
孤
島
で
あ
り
、
工
業
の
鮪
て
ソ
同
盟
よ
り
も
進
み
、
ソ
同
盟
に
敵
意
を
も
っ
資
本
主
義

図
に
伝
聞
さ
れ
て
い
た
。
か
よ
う
な
俵
件
の
た
め
に
、

y
同
盟
は
、
い
く
つ
か
白
工
業
園
て
プ
ロ
レ
グ
リ

7
革
命
が
勝
利
す
る
と
き
ま

で
は
、
必
要
社
設
備
と
技
術
を
手
に
hv
れ
る
た
め
に
、
敵
意
を
も
っ
帝
国
主
義
圏
家
と
経
済
的
に
協
力
す
る
形
態
を
探
し
求
め
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
り
で
あ
る
。

ヲ
ぎ
の
菊
干
の
統
計
作
上
ワ
て
、
紅
舎
主
義
経
済
建
設
の
前
進
と
そ
れ
に
奉
仕
し
た
ソ
同
県
の
外
因
貿
易
白
姿
を
み
る
己
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

通
商
問
問
係
士
通
じ
て

y
問
問
を
位
問
問
資
本
主
義
白
経
済
的
附
届
物
に
か
え
よ
う
と
し
た
帝
閣
主
義
者
の
意
図
に
も
拘
ら
ず
、
ソ
同
盟

白
経
済
建
設
は
前
進
し
、
と
く
に
第
一
次
五
ヶ
年
計
書
臼
勝
利
的
成
功
K
よ
っ
て
、
経
済
的
技
術
的
濁
主
性
は
一
一
唐
た
か
ま
る
に
至
つ

た
。
第
二
次
五
ヶ
年
計
査
の
時
期
に
は
、
職
入
へ
む
依
存
性
が
強
か
っ
た
第
一
次
五
ヶ
年
計
量
期
に
お
け
る
よ
り
も
有
利
た
僚
件
て
貿

易
を
行
な
い
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
職
山
面
に
お
け
る
工
業
製
品
の
比
重
の
増
大
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ブL

三
五
年
モ
ロ
ト
フ
は
、

「
今
や
わ
れ
わ
れ
は
正
常
な
貿
易
保
件
を
獲
得
す
る
に
充
分
な
力
を
備
え
る
に
至
っ
た
」
と
語
っ
た
。
と
れ
ば
、



「
直
古
賀
な
己
と
は
、
育
恵
の
基
礎
に
立
っ
て
通
商
関
係
を
援
展
♂

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
，
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
園
の
天
然
資
源
は
盟

か
で
多
様
で
あ
る
。
一
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
可
能
性
の
↓
固
に

す
ぎ
な
い
の
他
の
面
は
、
わ
れ
わ
れ
の
農
民
と
勢
働
者
が
、
地
主

と
費
木
家
の
昔
白
区
制
h
M

ら
い
ま
や
解
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
島
る
。
個
人
的
消
費
の
需
要
也
、
生
産
的
消
費
り
需
要
も
、

E
大
で
あ
る
。
こ
と

に
わ
れ
わ
れ
の
か
ぎ
り
な
い
可
能
性
の
第
二
の
固
で
あ
る
。
こ
の
ど
ち
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
合
索
閣
と
も
、
他
の
設
反
し
た
諸
国
と
も
、
通
商
と
お
よ
び

工
業
上
白
抜
簡
を
し
て
ゆ
く
た
め
の
、
重
要
た
基
盤
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
」
(
「
キ
ヤ
Y

ベ
ル
氏
は
ろ
そ
を
つ
い
て
い
る
」
全
集
⑬
)

手F制ロシア及V'~ 開聞の輸入構成

ユ'JO'.)~lQ13

職入総額 100. 

趨械設備 19.8 51.4 

金 属 3.4 13.3 

棉花及羊毛 14.2 10.6 

食料品 18.0 7.1 

その他 44.6 17.6 

(出所:ミシユスナン「ソ同盟の外国貿易」世界

経済調査官翠)

凶品能関構成白露必(ヱ業侶の前進)

瞳塑fl総生産額中農業生産物の比重

閉

山

岨

町

出

相
封
的
安
定
の
崩
壊
と
世
界
資
本
主
義
の
危
機
の
一
居
の
激

Q
A
A
2
n
U
 

4

5

7

 

1913 

1929 

1932 

化
の
中
て
露
骨
と
た
っ
た
封

y
干
渉
の
策
動
を
一
つ
一
つ
打

ち
破
り
、
平
等
互
恵
を
基
礎
と
す
る
全
面
的
取
引
関
係
を
護

展
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す

た
わ
ち
、
ッ
向
車
と
安
本
主
義
諸
閣
と
の
通
商
関
係
に
沿
け

る
、
さ
ら
に
新
し
い
段
階
が
展
開
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

己
白
よ
う
な
基
礎
白
う
え
て
、

ス
タ
ー
リ
ン
は
つ
ぎ
白
如
く

(出所ー上に同じ)

強
ベ
て
い
る
。

以
上
白
如
く
、
ソ
同
県
と
資
本
主
義
諸
固
と
の
遁
商
関
係
は
、
主
と
し
て
以
上
一
一
一
つ
の
段
階
を
と
っ
て
護
展
し
て
き
た
。
か
工
、
つ
に
、

ソ
同
県
は
、
帝
園
主
義
者
の
諸
政
策
を
一
歩
一
歩
わ
L
か
え
し
、
平
和
的
共
存
と
王
常
壮
貿
易
・
綬
一
済
関
係
を
う
ち
汗
て
て
き
た
の
。
て

あ
る
が
、
こ
の
裳
礎
に
は
、
う
ち
破
り
難
い
・
た
え
ず
増
大
す
る
ソ
同
盟
の
力
と
、
全
般
的
危
機
の
傑
件
の
も
と
で
庁
え
ず
際
空
り
ゅ

ニ
守
口
閣
制
聞
の
貿
易
聞
係
に
ワ
い
て

第
七
十
五
各

九
七

第

競



ニ
ヲ
の
陸
制
聞
の
貿
易
関
係
に
つ
い
て

第
七
十
五
谷

ブL
i¥. 

第

量君

〈
帝
悶
主
義
の
諸
矛
盾
、

い
い
か
え
れ
ば
、
階
級
闘
宰
・
民
族
解
放
闘
争
の
一
激
化
と
布
図
主
義
諸
園
家
間
山
一
封
立
。
激
化
、
が
よ
こ
た

わ
っ

τ
い
る
の
で
あ
る
。

(
ソ
同
盟
は
一
九
三
九
年
の
第
十
八
回
総
大
舎
に
お
い
て
、
す
で
に
社
曾
士
山
藷
か
ら
共
荷
主
義
へ
の
出
女
的
移
行
を
現
買
の
課
題
ム
し
て
提
起
す
る
ま

で
に
渡
良
一
し
た
。

L
か
し
、
官
時
の
僚
件
の
も
と
で
は
つ
い
に
防
ぎ
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
「
致
本
主
義
諸
問
問
の
職
争
か
b
は
ビ
一
変
ワ
た
」

(
ス
グ

I
P
シ
)
と
と
る
の
第
二
次
大
械
に
去
っ
て
、
と
れ
は
一
時
中
断
せ
し
め
ら
れ
た
。

L
か
し
、
ソ
同
盟
の
存
在
は
、
第
二
次
大
戦
に
、
広
フ
ァ

ッ
シ
ョ
解
放
職
争
の
性
格
を
あ
た
え
、
そ
の
勝
利
は
そ
の
後
円
間
際
情
勢
の
根
本
的
掻
砧
を
も
た
ら
し
、
ニ
つ
の
値
制
聞
の
貿
易
嗣
係
に
お
い
亡
も
全

く
到
し
い
周
聞
が
展
開
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
)

、

一
一
~
す
で
に
指
摘
L
た
如
く
、

y
同
盟
と
資
木
主
義
諸
国
と
の
遁
南
関
係
の
登
展
は
、
社
曾
主
義
煙
制
と
費
本
主
義
臆
制
の
利
害
の

〔
調
和
を
意
味
す
る
も
の
で
は
決
L
て
左
い
。
反
割
に
、

y
同
盟

K
劃
す
る
軍
事
的
干
渉
と
経
済
封
鎖
K
よ
っ
て
ブ
グ
ェ
ト
棋
力
白
息
白

、、

棋
士
と
め
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
帝
国
主
義
グ
ル
ー
プ
は
、
揺
商
を
遁
じ
て
も
、
ツ
同
盟
を
自
ら
の
困
難
の
ハ
ケ
ロ
陀
し
、
ソ
同
盟
白

一
世
合
主
義
経
済
建
設
を
沿
く
ら
吐
、
阻
止
し
、
破
壊
し
、
モ
れ
を
世
界
資
本
主
義
膜
制
の
附
国
刷
物
に
特
化
ぜ
ん
と
す
る
目
的
を
、

貫

し
て
誼
求
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
閣
の
工
業
化
を
す
す
め
ソ
グ
ェ
ト
経
済
全
潤
立
的
な
経
済
に
醇
化
す
る
と
い
う
経
済
建
設

の
方
針
は
、
か
か
る
安
本
主
義
的
包
園
の
あ
る
限
り
は
、
絶
制
剖
的
な
方
針
ゼ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

己
れ
に
封
し
て
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
と
ト
ロ
ッ
キ
ス
ト
・
グ
ル
プ
は
、
さ
き
に
白
ベ
た
ソ
同
盟
と
資
本
主
義
園
の
一
遁
商
関
係
の
褒
展
の

第
二
心
段
階
を
中
心
と
し
て
、
一
図
に
お
け
る
吐
合
主
義
革
命
の
勝
利
の
可
能
性
を
否
定
し
、
一
閣
に
む
け
る
社
合
主
義
建
設
の
勝
利

の
可
能
性
を
否
定
し
、
閣
の
工
業
化
政
策
に
反
針
し
、
工
業
瑞
官
接
の
テ

Y
ポ
の
引
き
さ
げ
を
要
求
し
、
資
本
主
義
諸
園
と
の
通
商
の
抽
出

展
を
も
っ
て
ソ
ず
ェ
ト
経
済
白
世
界
資
本
主
義
経
済
へ
の
結
局
た
り
と
主
張
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ト
ロ
ァ
キ

l
主
義
は
、
ツ
同
盟

白
一
匹
合
主
義
経
済
建
設
を
破
壊
L
、
と
れ
を
世
界
資
本
主
義
障
制
の
附
属
物
に
縛
化
し
よ
う
と
す
る
帝
閣
主
義
的
政
策
の
、
ソ
同
盟
内



市

に
お
け
る
途
行
者
て
あ
り
、
閣
際
帝
圏
主
義
者
白
先
漬
部
隊
て
あ
っ
た
。

来
そ
の
右
翼
的
・
降
服
主
義
的
本
質
を
「
左
翼
的
」
言
酔
で
担
お
い
ト
〈
し
た
ト
ロ
ヅ
キ
T
主
義
は
、
岳
持
た
る
陣
服
主
義
・
右
翼
日
和
見
主
義
と
し

て
の
プ
ハ

1
9
ン
的
調
疏
?
と
、
形
式
上
の
「
玄
武
L

と
右
翼
と
の
相
謹
に
も
か
か
わ
b
ず
、
国
内
外
の
資
本
主
義
的
要
素
に
封
ず
る
降
服
土
義
と
L
て

本
質
上
は
一
致
し
て
い
る
ロ
か
か
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
資
際
上
布
よ
び
理
論
上
、
図
際
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
手
先
'
と
し
て
、
ソ
阿
盟
の
世
脅
主

義
建
設
の
破
壊
の
た
め
に
審
問
し
た
の
で
あ
る
。

ト
ロ
ッ
キ
ー
全
義
の
「
理
論
」
は
、
第
三
次
大
戦
後
に
は

7
メ
リ
カ
帝
闘
主
義
に
よ
っ
て
培
養
さ
れ
た
「
ト
ロ

y

キ
ズ
ム
の
登
展
形

態
と
し
て
の
チ
ト

1
主
義
」
と
し

τあ
ら
わ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
努
働
者
階
級
の
陣
叫
宮
内
に
ゐ
け
る
さ
ま
ざ
士
の
色
合
い
の
プ
ル

ジ
ョ
7
民
族
主
義
と
し
て
存
在
し
て

h
る
。
そ
れ
は
、
現
今
白
東
西
貿
易
問
題
に
ゐ
い
て
、
努
働
者
階
級
に
道
を
あ
や
ま
ら
世
る
危
険

と
し
て
存
在
し
て
い
る
G

し
た
が
っ
で
、
官
面
の
課
題
の
正
し
い
把
握
の
た
め
に
も
重
要
て
あ
る
か
ら
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
主
義
の
「
理
論
」

を
、
そ
の
主
要
法
賄
民
つ
い
て
(
本
論
に
閥
係
の
あ
る
分
野
て
の
問
題
に
つ
い
て
同
簡
単
に
示
し
て
お
こ
う
c

一
園
に
お
け
る
社
合
主
義
草
命
の
勝
利
の
可
能
性
を
否
定
し
、
さ
ら
に
一
図
に
お
け
る
世
曾
主
義
建
設

の
勝
利
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
。
ト
ロ
ッ
キ
ー
は
次
の
如
く
諸
べ
て
い
る
。

ー
、
卜
R

ッ
キ

l
主
義
は
、

「ヨ

1
ロ
ァ
バ
の
プ
甘
レ
タ
リ
ア
ー
ト
田
直
接
の
園
家
的
支
持
な
L
に
は
、
ロ
シ
ア
の
勢
働
者
陪
叡
は
躍
力
を
も
ち
こ
た
え
、
そ
の
一
時
的
な
支
配
を

団

長
期
に
わ
た
る
就
曾
主
義
的
濁
裁
に
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
(
一
九
O
六
年
)

「
(
世
界
革
命
が
お
こ
ら
な
い
な
ら
ば

|
i引
用
者
)
た
と
え
ば
革
命
的
ロ
シ
ア
が
保
守
的
ヨ
1
い
ッ
パ
に
面
と
む
か
つ
て
も
も
こ
た
え
う
る
と
か
、
ま

た
は
杜
曾
主
義
的
ド
イ
ツ
が
賛
木
主
義
的
世
界
の
な
か
で
孤
立
欣
践
で
存
槙
し
う
る
と
か
考
え
る
こ
と
は
、
望
み
の
な
い
こ
ー
に
で
あ
り
、
社
曾
革

命
の
見
通
し
を
一
園
の
わ
一
く
内
で
考
え
る
こ
と
は
、
社
曾
愛
国
主
義
白
木
質
を
な
寸
、
あ
の
一
図
的
限
界
性
の
い
け
に
え
と
な
る
こ
と
を
荒
味
寸
る
で

あ
ろ
う
。
L

(

一
九
一

Z
F
)

「
農
民
人
口
が
医
倒
的
多
数
を
し
め
て
い
る
、
お
〈
れ
た
固
に
お
け
る
労
働
者
政
府
白
地
位
上
の
矛
盾
は
、
闘
際
的
規
模
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
世

一
ワ
の
睡
制
聞
の
貿
易
闘
慌
に
ヲ
い
て

第
七
寸
王
春

プb
九

第
二
蹴



一円J

円
値
制
削
の
貿
易
闘
係
に
ワ
い
て

O 
O 

第

量充

凹

第
七
十
五
巻

界
革
命
の
舞
豪
で
し
か
、
そ
の
一
解
決
を
み
い
だ
す
h

」
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
o
」
(
一
九
二
二
句
)

「
一
園
の
園
家
的
わ
く
内
で
の
孤
立
し
た
社
曾
主
義
建
設
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
秒
、
あ
ま
り
に
も
は
つ
み
と
り
主
詮
明
L
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
お

け
る
杜
曾
主
義
組
済
的
震
の
晶
知
闘
は
、
ヨ
]
ロ
ッ
バ
の
も
っ
と
も
宣
雲
仙
園
園
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
勝
利
し
た
の
ち
に
、
は
じ
め
て
可
能
、
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

L

2
九
ご
三
年
)

ま
た
、
ジ
ノ
グ
ィ
エ
フ
と
カ

l
メ
ネ
フ
は
「
技
術
上
・
経
済
上
の
立
ち
お
く
れ
り
た
め
に
、
ソ
同
盟
に
沿
け
る
紅
脅
主
義
の
勝
利
は

⑬
 

不
可
能
ぜ
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

こ
の
主
う
陀
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
主
義
は
、
帝
園
主
義
の
も
と
で
の
不
均
等
登
展
の
法
則
の
意
義
主
否
定
し
、
社
曾
主
義
建
設
の
水
路
に

お
け
る
務
働
者
階
級
と
農
民
と
の
聞
の
矛
盾
を
克
服
し
難
き
も
の
と
な
し
、
一
闘
で
の
枇
品
目
主
義
の
勝
刺
の
問
題
を
祉
合
主
義
の
最
後

の
勝
利
の
問
題

1
プ
ル
ジ
ヨ

7
的
秩
序
心
復
活
か

b
c完
全
左
保
障
の
問
題
(
乙
れ
は
致
ケ
闘
に
お
げ
る
プ
ロ
レ
F
P
ア
ー
ト
の
勝
利
に
よ
っ

て
の
み
達
成
さ
れ
る
)
と
混
同
せ
し
め
、
か
く

τソ
同
盟
に
お
い
て
品
目
働
者
階
級
と
農
民
の
力
に
よ
っ
て
此
合
主
義
E
J娃
設
し
と
げ
る
可

能
性
を
否
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
近
い
将
旅
に
世

A
革
命
が
な
け
れ
ば
、
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
は
資
木
主
義
的
要
素
に
降
服
し
た

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ソ
グ
ェ
ト
権
力
は
鐙
質
し
な
け
れ
ば
な

b
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
従
っ
て
「
一
九
一
七
年
十
月
に
樫
力
を
に

ぎ
る
必
要
は
弘
子

2
h
と
主
張
す
る
こ
と
を
意
味
し

τい
る
。
こ
の
ト
ロ
ッ
キ
ー
と
ト
ロ
ぶ

l
一
派
の
「
理
論
」
は
、
ま
さ
に
、

y
ず
ェ
ト
権
力
主
解
惜
し
ソ
ず
ェ
ト
経
済
を
破
壊
し
て
、
ソ
同
盟
主
世
界
資
本
主
義
煙
制
の
附
属
物
に
か
え
よ
う
と
す
る
園
際
帝
園
主

義
の
代
燐
者
て
あ
る
こ
と
が
明

b
か
で
あ
る
。

2
、
ッ
同
盟
を
経
済
的
に
資
本
主
義
諸
閣
か
ら
狽
立
し
た
エ
業
関
化
す
る
方
針
に
船
出
し
て
、
ジ
ノ
ず
ィ
エ

7

・
y
コ
ー
ル
一
一
コ

7

・

シ
ャ

1
-一
ン
等
は
、

「
ス
タ
l
u
y
は
、
わ
れ
わ
れ
の
恕
済
建
設
の
一
一
つ
の
方
針
を
た
て
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
を
誤
っ
た
考
え
に
ひ
き
乙
ん
だ
。
伎
は
設
備
の
総
入
で
は
な



く
完
成
品
内
総
入
に
つ
い
て
語
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
(
ソ
コ
]
ル
ニ
コ
お

「
ソ
阿
国
は
依
然
農
業
闘
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
u

わ
が
国
は
農
業
生
産
物
を
総
出
1
、
外
閣
か
ら
機
械
を
聡
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
L

@
 

(
シ
ヤ
1
ニ
Y

の一ア
1
ゼ
)

と
主
張
し
た
。
己
白
「
理
論
」
が
ソ
同
盟
を
資
本
主
義
金
間
前
の
附
属
物
に
特
化
せ
ん
と
す
る
帝
図
主
義
者
白
意
固
と
完
全
に
一
致
す

る
こ
と
は
諭
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

3
、
ソ
コ
ー
ル
一
一
コ
フ
は
、
第
一
次
五
ヶ
年
計
費
の
立
案
に
際
し
℃
失
の
如
く
白
ベ
た
。

「
図
詩
集
の
見
地
か
ら
す
唱
、
わ
が
園
の
聖
と
こ
ろ
に
よ

3
1工
場
を
建
設
す
る
よ
り
も
、
既
に
大
量
的
に
そ
れ
を
生
産
し
て
い
る
園

園
か
ら
買
っ
た
万
が
有
利
で
あ
る
。
」

第
一
次
五
、
ク
年
計
主
主
決
定
し
た
ソ
同
盟
共
産
黛
第
十
五
回
大
舎
が
、
こ
白
、
ソ
同
盟
を
し
て
世
界
資
本
主
義
白
た
の
も
し
き
附
属

物
た
ら
し
め
る
が
如
き
外
図
貿
易
心
護
展
計
童
を
担
否
し
葬
り
去
っ
た
己
と
は
蛍
然
で
あ
る
。
な
お
、
第
十
一
一
回
大
舎
に
恥
お
い
て
、
ソ

コ
ー
ル
ユ
コ
フ
は
、
プ
ハ

l
リ
ン
と
と
も
に
、
外
園
貿
易
の
図
家
樹
占
主
撤
践
す
る
提
案
を
行
ヲ
た
こ

L
t附
記
し
て
あ
こ
う
。

4
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
主
義
は
、

y
グ
ェ
ト
の
農
民
経
済
を
「
杭
民
地
」
と
み
な
し
、
ヱ
裁
は
こ
れ
主
「
搾
取
」
す
る
こ
と
に
よ
づ
て
登

展

F
る
と
主
張
し
た
。

「
生
産
の
祉
曾
主
義
的
組
織
へ
移
り
つ
つ
あ
る
園
が
、
経
済
的
に
立
ち
お
く
れ
て
い
て
、
小
プ
ル
ジ
ョ

γ
的
で
あ
り
、
農
民
的
で
あ
れ
ば
あ
る
幡
、

そ
れ
だ
け
、
社
官
主
義
的
苦
積
は
前
社
曾
主
義
的
形
態
の
搾
取
に
た
よ
る
こ
と
を
よ
ぎ
な
く
き
れ
る
。

L

(

ブ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
エ
シ
ス
キ
1
)

「
こ
れ
ら
の
諮
傑
件
の
も
と
で
は
、
豊
作
、
す
な
わ
ち
一
世
誌
守
山
潜
在
的
に
増
大
し
つ
つ
あ
る
齢
剰
商
品
の
量
は
、
社
曾
主
義
の
方
向
え
の
材
料
済
的
鼓
展

の
一
ア
シ
ポ
を
促
進
L
匂
い
で
、
反
割
に
経
済
を
混
飢
さ
せ
、
都
耐
と
農
村
の
あ
い
だ
の
相
互
関
係
を
、
悪
化
さ
せ
る
要
因
、
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
」
(
ト
ド
ツ
キ
1
)

一円
J

の
魁
制
聞
の
貿
易
闘
停
に
り
い
て

第
七
十
五
巻

O 

第
二
部

五



一
ヲ
の
睡
制
閣
の
貿
易
関
係
に
つ
い
て

第
七
十
五
省

O 

策

現

六

こ
こ
か
ら
、
彼
ら
は
、
工
業
製
品
の
引
渡
慣
格
の
引
上
げ
と
農
民
に
翻
す
る
粗
砥
九
の
陸
泊
を
最
大
限
に
犬
舎
〈
す
る
こ
L
K

を
主
張
し
た
。

ト
ロ
ッ
キ
ー
主
義
の
こ
の
見
解
も
、
勢
働
者
階
級
と
農
民
白
経
済
的
協
力
の
う
え
陀
工
業
を
建
設
す
る
と
い
う
窯
の
方
針
に
反
劃
し

て
、
工
業
と
農
業
の
あ
い
だ
の
諸
矛
盾
を
激
化
さ
せ
、
一
舵
曾
主
義
的
工
業
化
の
基
礎
を
く
つ
が
え
す
ζ

と
に
よ
っ
て
、
社
曾
主
義
的
工

業
化
白
破
壊
を
熱
望
す
る
園
際
プ
ル
ジ
耳
ヲ
ジ
ー
の
意
図
と
完
全
に
一
致
す
る
。

5
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
主
義
は
、
社
舎
主
義
的
工
業
の
強
展
テ
ン
ポ
の
引
下
げ
を
要
求
し
、
第
十
六
回
協
議
舎
に
ゐ
い
て
五
ヶ
年
計
重
り

「
最
小
限
」
笑
を
要
求
し
た
。
ト
ロ
ッ
キ
ー
は
、
己
の
「
降
服
主
義
的
た
減
衰
曲
線
の
理
論
」
を
排
護
し
て
次
の
如
く
の
ベ

τい
る
。

「
戦
前
に
は
工
業
の
蝿
大
は
、
基
本
的
に
は
新
し
い
工
場
白
建
設
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
」
が
、
「
現
在
で
は
、
指
大
は
は
る
か
に
多
〈
古
い
工
場
む

利
用
と
古
い
設
備
の
稼
動
に
あ
る
。
」
従
っ
て
「
首
然
な
が
ら
、
復
興
狙
程
が
完
了
す
る
邑
と
主
に
増
加
係
教
は
い
ち
V

りる
L
〈
低
下
す
る
は
ず
で
あ

る
o
」
己
批
曾
主
義
に
む
か
う
か
、
資
本
主
義
に
む
か
え
人
間
L
)

ス
グ

l
F
y
l
-
-
「
わ
が
工
業
の
登
展
テ
ン
ポ
を
ひ
き
さ
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
蓮
中
は
、
社
曾
主
義
の
敵
て
あ

③
 

り
、
わ
れ
わ
れ
の
階
殺
敵
の
手
先
て
あ
る
o
」一
闘
に
お
け
る
粧
品
目
主
義
の
勝
利
の
可
能
性
の
否
定
を
中
心
と
す
る
幾
多
の
反
革
命
的
「
理

論
」
を
唱
え
た
が
、
現
寅
に
、
工
業
化
と
農
業
集
圏
佑
を
基
礎
と
す
る
祉
舎
主
義
の
建
設
は
着
々
と
遂
行
さ
れ
、
綬
等
の
理
論
の
木
質

は
事
寅
陀
よ
っ
て
パ
ク
ロ
さ
れ
た
。

6
、
こ
の
よ
、
つ
に
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
は
、

こ
の
よ
う
な
段
階
に
い
た
っ
て
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
は
、
ソ
同
県
と
資
本
主
義
諸
閣
と
の
遁
商
の
強
展
に
よ
っ
て
ソ
同
盟
は
世
界
経
済
の

統
制
下
に
た
ち
そ
の
法
則
に
従
っ
て
し
ま
う
、
と
の
ベ
た
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
孤
立
し
た
戦
時
共
産
、
主
義
か
ら
世
界
経
済
え
の
癒
着
に
ま
す
ま
す
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
」

「
賢
官
は
わ
れ
わ
れ
は
た
え
ず
世
界
経
済
の
統
制
の
も
と
に
あ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
包



外
園
貿
易
の
園
家
猫
占
に
よ
ワ
て
外
圏
在
本
心
侵
入
を
防
き
つ
つ
、
工
業
化
の
念
蓮
た
稜
展
の
た
め
に
資
本
主
義
諸
園
と
の
遇
商
関

係
を
利
用
し
て
い
た
ソ
同
盟
に
あ
っ
て
、
安
際
に
は
と
う
し
た
こ
と
は
全
く
あ
り
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

母

現
さ
れ
る
こ
と
む
た
い
、
安
本
家
の
さ
め
ど
も
り
夢
て
あ
る
。
し
勿
論
、
遁
商
関
係
の
後
展
は
、
世
界
資
本
主
義
経
済
に
射
す
る
ソ
ず

ェ
卜
園
民
経
済
白
依
存
性
の
存
在
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
依
存
は
相
互
的
な
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
園
民
経
済
皐
位
の
絶
封

「
絶
封
に
賞

的
濁
立
性
な
ど
と
い
円
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
円
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
ト
ロ
グ
キ

l
は、

こ
の
依
存
性
を
ソ
グ
ェ
ト
経
済
の
資
木
主
義

世
界
経
済
へ
の
癒
着
に
碑
化
し
、
ソ
同
盟
が
世
界
資
本
主
義
の
附
属
物
に
た
っ
て
い
る
己
と
を
詮
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
ト
ロ

ッ
キ
ー
の
理
論
は
、
一
位
曾
主
義
経
済
を
建
設
し
と
げ
る
客
観
的
諸
前
提
が
ソ
同
盟
に
は
な
い
己
と
、
ソ
グ
ェ
ト
闘
民
経
済
は
そ
の
た
め

に
資
本
主
義
世
界
経
済
の
附
属
物
に
、
世
界
資
本
主
義
の
統
制
を
う
け
る
経
済
単
位
陀
、
特
化
せ
ざ
る
を
得
左
い
と
い
う
こ
と
を
主
張

し
て
、
ア
同
盟
に
お
け
る
駐
曾
主
語
建
設
の
勝
利
の
可
能
位
を
、
別
の
面
か
ら
否
定
し
Z
う
と
す
る
も
の
r

て
あ
る
。

〔
引
用
註
]

1
、
ィ
・
ヴ
ェ
・
ス
タ
ー
リ
ン
「
樫
力
獲
得
前
の
黛
と
獲
得
後
の
黛
」
(
全
集
①
一
一
入
頁
)

2
、
ィ
・
グ
ェ
・
ス
タ
1

9
ン
「
E

・
I

・
執
行
委
員
合
第
七
回
損
大
総
曾
で
の
報
告
」
(
①
一
王
二
頁
)

8
、
イ
・
グ
ェ
・
ス
タ
1
3
ン
「
ソ
同
盟
共
産
掠
革
ア
六
回
大
官
報
告
L

(

⑫
三
二
六
百
周
)

4
、
ィ
・

Fι

・
ス
タ
T
U
J

ン
寸
ツ
同
盟
士
〈
産
禁
第
十
四
回
大
官
報
告
」
(
⑦
三
C
周
且
)

5
.
イ
・
ヴ
ぷ
・
ス
タ
1
3
シ
「
閣
の
工
業
化
及
び
認
内
の
宥
調
的
侃
向
に
つ
い
て
」
(
@
ニ
七
丸
頁
)

6
‘
イ
・
ヴ
ι

・
ス
タ
1

9
ン
「
第
十
四
回
大
官
報
告
」
(
⑦
三

O
四
頁
)

7
、
イ
・
グ
ェ
・
ス
タ
1

9
シ
l
E
・
I
・
執
行
委
員
官
第
七
回
擁
よ
綿
舎
で
の
報
骨
」
(
①
一
王
三
一
旦
)

8
.
ィ
・
ゲ
ェ
・
ス
タ
1
9
y

寸
前
用
十
四
回
大
倉
報
告
」
及
び
「
結
語
」
(
⑦
三
五
八
頁
及
び
二
七
九
頁
)

9
、
目
、
口
、
回
、
ィ

-
V
ょ
・
ス
タ
I
D
ン
「
十
月
草
命
k
ロ
シ
ア
共
産
主
義
者
の
職
術
し
ょ
U
引
用
。

叩
師
、
「
ッ
阿
盟
実
産
黛
(
ボ
)
歴
且
」
(
モ
ス
ク
ワ
版
同
三
八
頁
)

(
①
=
一
七
八
頁
三
九
八
頁
)

一
つ
の
睦
制
聞
の
貿
易
関
係
忙
つ
い
て

停
七
十
主
審

O 

第

蹴

七



一円
J

の
碑
制
闘
の
貿
易
関
係
に
づ
い
て

第
七
十
主
巻

O 
四

第

銃

ノ1

日
、
イ
・
ず
ェ
・
ス
タ
:
り
J

ン
「
レ

1

一
一
ン
主
義
の
諮
問
題
に
上
せ
て
」

問
、
「
第
十
四
回
大
脅
報
告
」
主
り
引
用
。
(
⑦
一
一
一
五
七
頁
)

加
、
「
第
十
四
回
大
曾
報
告
」
よ
り
引
用
。
(
⑦

==U凹
頁
)

町
、
ヂ
・
イ
・
テ
エ
ル
ノ
モ
ル
ヂ
ク
「
ソ
同
盟
の
経
済
政
策
」
(
外
務
省
調
査
部
肢
豆
大
九
頁
)

山
崎
、
イ
・
ゲ
ェ
・

λ

タ
I
U
J

ン
「
わ
が
業
内
の
計
合
民
主
主
義
的
伺
向
に
つ
い
て
」

k
p
引
用
。

四
、
右
に
向
E
。
(
①
三
三
九
頁
)

回
、
イ
・
グ
ェ

-

A

n

，T
P
ン
「
第
十
六
回
大
官
報
告
」
よ
り
引
用
。
(
⑫
三
七
三
頁
)

到
、
ィ
・
ヴ
品
・
人
ダ

l
p
ン
「
第
十
六
回
大
合
報
告
」
(
⑬
二
九
七
頁
)

位
、
ィ
・
ゲ
ヰ
・

λ

ダ
I

F
シ
「
E
・
I
-
執
行
委
員
曾
第
七
回
繍
大
網
曾
で
の
報
骨
」
上
り
引
用
。

泊
、
右
に
同
じ
。
(
①
一
主
五
頁
)

(
①
九
六
頁
)

(
①
一
ニ
ニ
八
頁
)

(
①
一
五
一
頁
及
び
一
五
回
頁
)




